
カリキュラム研究開発
事例発表

平成３０年度第１回ＳＧＨ連絡協議会
平成３０年６月２９日（金）
筑波大学東京キャンパス文京校舎

宮城県仙台二華高等学校
地主 修

1



仙台二華ＳＧＨの概要（H26-30）

そこに生きる人びとに共感を覚え、

将来自分が行動するときに

困難を抱えた人びとの視点に立って

行動することができる人物
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目指す人物像
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身に付けさせたい資質・能力

з 現代社会を生きる地球市民としての

「適切な世界観」

и 問題の原因や構造の「本質を見抜く力」

й そこに生きる人びとの気持ちを受け入れる

ことのできる「共感する力」

к 人間や社会の理想的なあるべき姿を具現化

する「構想力」

л 多様な人びとの意見を聞き、自分の考えや

立場を「相対化する力」
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研究テーマ

北上川／東北地方、

メコン川／東南アジアを

フィールドとした

世界の水問題

解決への取り組み
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約６億人以上が改善された水源を利用できない

約２４億人が衛生的なトイレを利用できない

毎日５歳以下の子供８００人が下痢性疾患で命
を失っている

「国連ミレニアム開発目標２０１５報告書」

現在のペースで水の消費が続けば、２０３０年
には世界で必要な水資源の４０％が不足する

「国連 世界水発展報告書２０１５」
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主な取り組み

１ 課題研究

（１）課題研究

（２）調査・研究（FW） 一体のもの

（３）言語活動

２ 教育課程の研究

３ 評価法の研究
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本日お話しする内容

１ 高校３年間の学習の流れ

課題研究иA～メコン川FWを中心に

２ 事業の成果と評価

メコン川ＦＷの評価を例に

３ カリキュラム上の工夫
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１高校３年間の学習の流れ
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課題研究Ⅰ ３単位 必修科目

課題研究ⅡＡ
３単位

課題研究ⅡＢ
１単位

課題研究Ⅲ
２単位

どちらかを選択

選択

高１

高２

高３



高校１年 課題研究з

Book Review & 

Recommend( 18h)

新書を一冊読んで、みん
なに紹介・推薦。

自分の興味のありかを知
る
２者面談（生徒理解）
世界を広げる(進路選択)

模擬国連（14h）

各国の大使になりきって、
国連決議を採択。
（１）国連弁当
（２）CTBT（包括的

核実験禁止条約）
（３）水問題

誰かの立場になりきって
考える。

北上川
フィールドワーク

（20h）

（１）利水
（２）治水
（３）水争い
（４）水質汚染

川を見る、水問題を
考える視点を養う。

課題研究（37h）

上水、利水、下水、治水、健康、教育、ダム、生態系、生活、文化など、
１０のグループに分かれて個人研究

論文の試作
先行論文の探し方
論文の書き方（出典の記載方法、著作権など）



課題研究з 研究テーマの例
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Installing bio toilets in the poor areas 

Danger of lead in tap water



FW

FW

課題研究ⅡＡ、Ⅲ、メコン川FW、言語活動

FW

FW
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担当教員

課題研究иＡ（生徒４４人に教員８人）

◎化学（塩害）、○数学（雨水）

物理（バイオトイレ）、国語（教育）

英語（アンコール遺跡群）

地歴（人文科学）、化学（東北大連携）

理科実習講師

課題研究й（生徒１４人に教員３人）

◎物理、○英語、化学
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海外の連携機関の探し方
最初は直接メール連絡、または知人の紹介で依頼

現地で住民に直接支援を行っているNPOに依頼
問題意識が共有できること（勉強が必要！！！）
目的・意図が共感できること
相手方に期待する具体的内容
生徒・教員の情熱

がきちんと伝われば、ほとんどの機関は喜んで協力して
くれる

国際支援NPOは問題意識が共有できれば非
常に協力的
生徒は、FW後も自主的に寄付を集めたり、
文化祭の出店の収益金を寄付したり・・・



ﾌｨｰﾙﾄﾞﾜｰｸの際の困難

１ 現地での安全の確保（感染症対策）

例 結核蔓延地域でのＦＷ

ＦＷの最初の質問で確認

屋外で実施

我々が風上に座る

など、独自のマニュアル作成

２ 危機管理

例 教員２人で引率（旅行会社つかない）

現地協力機関と一緒に全て自分たち

で解決 テロ、デモ、・・・
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課題研究иＡ、йの枠組み
○ 本質的には国際支援活動

誰かのために

○ その過程で多くの問題・課題

課題の克服ひとつひとつが

課題研究のテーマになりうる

○ 正確を期すために学会等で発表

専門家の助言を得る

（水問題は健康や安全に直結）

○ 近隣の小中学校へ水問題の啓蒙活動
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解決策の模索
（例）雨水グループ（トンレサップ湖水上集落）

問題

トンレサップ湖には、貧しい人々が魚を求めて集ま
るが、土地が手に入らないため水上に生活

ѝ

湖水の水質悪化により、飲用水等を購入しなければ
ならない

ѝ

お金が払えなくて、子供に教育を受けさせられない

ѝ

貧困から脱出できない
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トンレサップ湖水上集落の水問題
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解決策

雨水を集めて飲用等に利用し水代を節約

住民が自分たちで材料を買い、自分たちで作り、

自分たちでメンテナンスできる雨水収集システム
を開発（自助）

タンクの大きさは？

乾季も雨量は十分？

盗まれないようにするためには？

雨季の雨をいつまで保管できる？

子供を学校にやるのに十分なお金がたまる？
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メコン川フィールドワーク

各グループから依頼されたミッション
を参加者が手分けをして実行してくる
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ＦＷで身に着く力
１ 生徒から依頼されたミッションを

現地で行ってくる 責任感
２ 生徒だけで直接住民の中に入っていく

当事者意識、質問力
３ 現地で輝く日本人との出会い
４ ホームステイ

一緒に料理を作って食べる
普段の何気ない会話から学ぶこと

教員は後ろで見ているだけ
自分が始めないと物事が進まない
度胸や臨機応変、気配り、トラブルへ
の対応力は確実に身についている
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住民への聞き取り調査 学校で模型を作る

模型を使って実験 現地で資材屋さんをまわる



27

現地で材料を加工 現地で材料を加工

協力してくれる家庭を探す 家庭に設置
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全景

設置完了 祝杯
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ところが半年後、雨と風で・・・ 修復

改良工事 完成
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B1 Making Rainwater Tanks which can do underground seepage and water storage in Phnom Penh

B2
B3
B4
B5
B6
B7
B8
B9

B10
B11
B12
B13
B14
B15
C1
C2
C3
C4
C5
C6
C7
C8 Investigation on public interest in river based on SNS images

C9
C10

課題研究иＡ 発表会の際のリスト



課題研究й

研究の継続

学会発表

英語論文の作成

英語でのプレゼンテーション
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２ 事業の成果と評価
Ｈ２８年度に行った

メコン川ＦＷの事業評価
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身に付けさせたい資質・能力

з 現代社会を生きる地球市民としての

「適切な世界観」

и 問題の原因や構造の「本質を見抜く力」

й そこに生きる人びとの気持ちを受け入れる

ことのできる「共感する力」

к 人間や社会の理想的なあるべき姿を具現化

する「構想力」

л 多様な人びとの意見を聞き、自分の考えや

立場を「相対化する力」
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① 課題研究иＡ選択者の中で、

メコン川ＦＷに参加した人 有意な差はなし

〃 参加しない生徒
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② 課題研究иＡ選択者

課題研究иＢ選択者 有意な差あり
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⁷ⱷ◖fi ⁷ ⁷n=11
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л

③ メコン川ＦＷ参加者に大きな影響を与えた ќ メコン川ＦＷ

ќ 多くの活動を通じて、メコン川ＦＷの成果が課題研究иＡ選択者
に共有されている。

8.7

6.0

8.3

4.7

5.7



（２）生徒の感想より
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本校ＳＧＨの概要
（Ｈ２６～Ｈ３０）

そこに生きる人びとに共感を覚え、

将来自分が行動するときに

困難を抱えた人びとの視点に立って

行動することができる人物

40

目指す人物像
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（４）課題研究をやって身についたことは？
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（５）分析結果

来年度は、

共分散構造分析

に挑戦

44

因子分析

因子分析



３ カリキュラム上の工夫

（１）高大連携

東北大工学部から教員３名、学生さん３名（月２回程度）

東北大連携グループの指導

東北大文学部から必要な分野の人数分

文学部全体として協力（事務室の力）

東北大への留学生（毎週：本校の非常勤講師）

工学部 水文学 Thapthaiさん（タイ）

医学部 微生物学 Bayuさん（インドネシア）

生徒と１人１０分毎週２コマTutorial

大学の先生 必要な時に １５名程度

45



（２）教科横断カリキュラム 課題研究カレンダー
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（３）（生徒による）外部での発表（昨年度の例）

① 学会発表

高校３年生（１５名、全国大会、国際学会）

8/7-11 Asia Oceania Geosciences Society(Singapore)

8/30 環境微生物系合同大会２０１７（東北大）

9/ 5 日本土壌肥料学会２０１７年度仙台大会 （東北大）

9/29,30 日本地理学会２０１７秋季学術大会（三重大）

高校２年生（５１名、東北支部、国際シンポジウム）

1/27 第１０回廃棄物資源循環学会東北支部

第５回水環境学会東北支部合同研究発表会（東北大）

1/28 国際シンポジウムWater-Wise Innovation Challenge!

～Mission for Phnom Penh Cambodia～（京都大）

3/3 平成２９年度土木学会東北支部技術研究発表会（日本大）

3/17 日本水環境学会東北支部「第１５回水ものがたり研究会」

（東北大）
47



二華高校から見た学会参加の目的

国際支援をする上での様々な工夫に対して、

専門家から意見を頂く場

学会から見た高校生参加のメリット

高校生に興味を持ってもらえるќ 学会の活性化

48



② 地元小中学校への「世界の水問題」啓蒙活動（２２名）

12/  7 柴田町立船岡小学校 １名

12/12 仙台市立連坊小路小学校 ６名

12/12 仙台市立大野田小学校 ３名

12/14 仙台市立東華中学校 ４名

1/24 宮城教育大学附属中学校 ５名

1/25 仙台市立向陽台小学校 １名

49



50

二華高校から見た啓蒙活動の目的

易しい言葉で説明 ќ 理解の深化

水問題への当事者意識の醸成

小中学校から見た啓蒙活動のメリット

卒業生（高校生）が、現実の問題に対峙して
いる姿を見る（児童・生徒に見せる）ことが
できる



（４）先立つものは・・・（今年度の例）

ＳＧＨ ５８０万円

ＦＷ教員旅費、講師謝金

海外交流アドバイザー人件費

循環型社会に貢献できる産業人材育成事業

（宮城県） ２００万円

バイオトイレグループ

バイテク情報普及会（申請中）１００万円

教育・エコ容器グループ

武田科学振興財団（申請中） ４０万円

塩害グループ

県費 ５０万円

留学生２人 人件費（非常勤講師） 51



（５）時間割

先輩が後輩へ知識・ノウハウの伝達

時間を１時間重ねる

２年生の最初の２か月は３年生のお手伝い

52

月 火 水 木 金

１

２

３

４

５

６ з иＡ/иＢ иＡ

７ з з LHR иＡ／й й



最終的に伝えたいこと
幸せとは？

豊かさとは？

モノはなくても私たちより幸せそう・・・

世の中、平等でも、公平でもないけど、

世の中には面白いものがたくさんある！

世の中には面白い人がいっぱいいる！

そして、自分はそういう世界と

どうかかわって生きていくのか？

誰のために何をするのか？ 53
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